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「文学による心豊かなまちづくり」の更なる推進に向けた提言書 

 

岡山市は長年にわたり、坪田譲治文学賞を核とした様々な文学事業により地域の活性化に

取り組んでいます。これは地方都市において、貴重な取組であり、全国に誇れる特筆すべき

活動であります。 

このような取組は、私たちが暮らすこの地域をより魅力的なものにし、市民の地域への愛

着や誇りを深め、市民生活をより豊かにしていくことに繋がるものであり、「文学による心豊

かなまちづくり」は、将来に渡って岡山市が積極的に担う重大な使命であると考えます。 

こうした背景から「文学による心豊かなまちづくり」の更なる推進に向けた提言をいたし

ます。 

 

提言 

1. 文学分野での歴史や先人の作品や坪田文学賞をはじめとした連綿と続く取組等の地域資

源を活用し、「文学による心豊かなまちづくり」施策を一段と充実させること。 

2. 国内外の他都市と連携して文化の交流を促進するとともに、「文化創造都市 岡山」の発

信力強化を図ること。 

3. その施策を検討・実行する組織体を整備し、産官学一体となった事業推進を行うこと。 

 

事業の方向性 

 長年にわたる文学分野での取組を一層推し進める。 

 地域が有する文学にまつわる歴史や先人とその作品といった地域資源について周知・広

報を行う。 

 福祉や教育、産業など幅広い分野で文学と繋がりをもった施策を検討・実施し、多様な市

民が文学によるまちづくりに参画する機会を創出する。 

 韓国・富川(プチョン)市やアメリカ・サンノゼ市などの友好交流都市との連携を図り、相

互交流を通じて文学によるまちづくりの可能性を追求する。 

 ユネスコ創造都市ネットワークへの加盟申請を検討する。 


